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山口農林事務所農業部 

BSCの手法を用いた法人活性化 

防府市大道 

（農）下津領 

（農）上り熊 

小俣地区 

（特団） 
岩淵営農組合 

（農）切畑ファーム 

大道干拓 
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活動対象の概要 

・平成19年1月に設立【設立から約5年が経過】 

・「地域の農地は地域で守る」が経営理念 

・構成員は６７名で平均年齢は７１．６歳 

・理事・役員の平均年齢は７２．９歳 

・農地集積面積は約３０ｈａ 

→水稲・ムギ・タマネギ・アスパラガスを栽培 

・ほ場整備が実施済み（平成12年） 

普及活動の課題・目標 
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①後継者確保 

  設立後5年が経過し、高齢化が進んだ 

 

②後継者を受け入れるための体制整備 

  法人の課題整理と解決への取組 

  →法人自らが考えて、取組を実施する  

 

③法人を支援する関係機関の体制整備 

  関係機関の連携体制の再構築 

  共通認識での法人支援 

普及活動の内容 
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①後継者確保 

②後継者を受け入れるための体制整備 

③法人を支援する関係機関の体制整備 

手法として、 

BSC（バランス・スコア・カード）を用いた取組 

BSC（バランス・スコア・カード）とは・・・ 

「バランススコアカードによる集落営農法人の経営戦略の作成について」より 



5 

BSC（バランス・スコア・カード）とは・・・ 

 このBSCの手法に・・・ 

 「地域」の視点を加えたものが 

   「集落営農法人BSC」 

「バランススコアカードによる集落営農法人の経営戦略の作成について」より 

BSC（バランス・スコア・カード）の進め方 

①理念の再確認 

②顧客と事業領域の確認 

③環境･資源分析（SWOT分析・クロス分析） 

④優先戦略要因の抽出 

⑤中期売上目標の策定 

⑥戦略マップの作成 

⑦戦略プランの策定 

「バランススコアカードによる集落営農法人の経営戦略の作成について」より 
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BSC取組のきっかけ 

○プロジェクト活動の中での設定目標 
 

  組織を担う人材の確保育成 
 

○県内他法人でのBSC取組事例が報告され、参
加していた理事が挙手！ 

 

 
 

（農）切畑ファームでもBSCを実施したい 

BSC実施スケジュール（当初想定） 

①理念の再確認（8月）  

②顧客と事業領域の確認（9月） 

③環境･資源分析（10月） 

④優先戦略要因の抽出（11月） 

⑤中期売上目標の策定（12月） 

⑥戦略マップの作成（1月） 

⑦戦略プランの策定（2月） 
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BSCの取組（工夫点） 

①法人の目標確認 

  到達点を確認し、実施 

②BSC取組のメンバー 

  若い構成員を検討メンバーに加える（19名） 

③意見収集の方法 

  課題を出して、考えてくる宿題方式の実施 

④関係機関の実施体制 

  目標達成に向け、意見や課題、解決策を想
定するため、事前協議を複数回実施 

①法人の目標確認 

BSCの内容説明と法人理事の意向を確認 

 

○後継者候補の明確化 

 （地域内や構成員の家族等から後継者となっ
てくれる者を見つけ出したい） 
 

○構成員や地域の法人に対する印象や要望の
確認（アンケートの実施） 
 

○理事の立場と責任、理念の共有化 
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理事の一言 
 

 

 

 

若い理事の言葉 

「（法人の）次の世代のために、 
次の次の世代を育成することまで 
現理事としての責任」 

「作業中にほ場で深みにはまることが
多い。若い人が加入した時にほ場の
状況が分かれば作業しやすい」 
「各理事の責任と権限があいまいで作
業がしにくい」 

②BSCの取組メンバー 

BSCの検討メンバー 

 理事12名 ＋ 若い構成員7名 ＝ 19名 

  

 →将来の後継者候補を意図的に抽出   
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③意見収集の方法 

考えられる問題点 

・大人数で協議するため、発言しない人が出る 

・当日、考えると時間がかかる 

・表面的な意見しか出ない 

 

→宿題方式での実施を考案 

事前に協議事項を伝え、考えてくることで、時間
の短縮を図りながら、多くの意見やアイデアを引
き出す。 

  

意見収集の方法 

宿題方式の参考資料 

事前に配布 

ＳＷＯＴ分析　クロス分析の事例

機会 脅威

・「安全・安心」、「良食味」、「地産地消」が求められている ・米消費量の減少

・ほ場整備をしている ・ＴＰＰ参加により農産物輸入が増加する可能性がある

・水が十分確保できている ・異常気象

・都市部に近い ・農業就業人口の減少

・県中心部に位置している ・鳥獣被害が増加している

・主要幹線道路に面している ・交付金がいつまであるかわからない

・近隣に集落営農法人がある ・畦畔が高い

・近隣に直売所がある ・ほ場面積が小さい

・秋祭りがある

・インターネット活用者が増加している ・全面作業委託者が増加している（不在地主の増加）

・就農希望者が増加している

項目

・組合長の人柄(JAとの良好な関係)

・役員のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとれている（まとまりがある）

・地区内全集落に組合員がいる

・他産業従事の経験者がいる

・経験知を積んだ高齢者が多い

・野菜（ｱｽﾊﾟﾗ、ﾀﾏﾈｷﾞ）に取組んでいる

・機械がそろっている

・エコ５０(ひとめぼれ)、エコファーマー（水稲、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ）
　に取り組んでいる

・縁故米の販売

・借入金がない

・補助金がたくさん入っている

・インターネット環境が整っている

・農山村振興賞を受賞した

・理事の年齢が高い

・理事の役割分担が不十分

・後継者(ｵﾍﾟ、会計担当)がいない

・組合員が作業に参加しない

・後継者への技術継承に不安がある

・米単収が低い

・除草対策に苦慮している

・集積割合が低く、作業が非効率

・ＪＡに依存した販売

・交付金、補助金により経営が成り立っている

・地区内外へのPRが不足している

・ホームページを開設していない

弱
み

ヒト

モノ

カネ

情報

その他

分類

強
み

ヒト

モノ

カネ

情報

その他

外部環境

（自ら制御できないこと）

内部環境

（自ら制御できること）

安全、安心を売りにした独自販路の開拓

新たな後継者を確保する

収益性の高い作物を拡大する

除草対策を考える（シバ植え付け、シート敷設）



10 

④関係機関の実施体制 

・7月13日～総会まで、20回以上の取組を実施 

（実際のBSC検討は4回、それ以外は関係機関で
の協議） 

BSC実施スケジュール（実際） 

事前の聞取り等準備（7月～8月） （協議6回） 

①理念の再確認（9月10日） 

  →（協議2回） 

②顧客と事業領域の確認（10月17日） 

③環境･資源分析（11月13日） 

  →（協議4回） 

④優先戦略要因の抽出（12月14日） 

  →（協議4回） 

⑤中期売上目標の策定以降は未実施 
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内 容 日 付 

BSC実施に関する協議 7月13日 

BSC実施事前説明 8月6日 

メンバー説明会 8月17日 

BSC事前打ち合わせ 8月22日 

実施に関する事前聞取 9月4日 

BSC第1回 9月10日 

第1回とりまとめ 

今後の進め方の協議 

9月19日 

10月4日 

BSC第2回 10月17日 

BSC第3回 11月8日 

アンケート内容事前協議 11月13日 

アンケート内容に関する協議 11月15日 

アンケート実施説明会 11月21日 

アンケート回収 12月3日 

第4回事前協議 12月13日 

BSC第4回 12月14日 

理事会により次年度の方針決定 12月20日 

取組の経過 

（一部） 

関係機関の実施体制 

クロス分析（想定） 

→意見が出なかった時
のために、関係機関
で事前に想定したも
の（手持ち） 

→当日は、意見の引き
出しや誘導に活用 

ＳＷＯＴ分析　クロス分析（想定）

機会 脅威

ｱ
・「安全・安心」、「良食味」、「地産地消」が求められて
いる

ｼ ・米消費量の減少

ｲ ・ほ場整備をしている ｽ ・ＴＰＰ参加により農産物輸入が増加する可能性がある

ｳ ・水が十分確保できている ｾ ・異常気象

ｴ ・都市部に近い ｿ ・農業就業人口の減少

ｵ ・県中心部に位置している ﾀ ・鳥獣被害が増加している

ｶ ・主要幹線道路に面している ﾁ ・交付金がいつまであるかわからない

ｷ ・近隣に集落営農法人がある ﾂ ・畦畔が高い

ｸ ・近隣に直売所がある ﾃ ・ほ場面積が小さい

ｹ ・秋祭りがある ﾄ ・全面作業委託者が増加している（不在地主の増加）

ｺ ・インターネット活用者が増加している

ｻ ・就農希望者が増加している

項目

1 ・組合長の人柄(JAとの良好な関係)

2 ・役員のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとれている（まとまりがある）

3 ・地区内全集落に組合員がいる

4 ・他産業従事の経験者がいる

5 ・経験知を積んだ高齢者が多い

6 ・野菜（ｱｽﾊﾟﾗ、ﾀﾏﾈｷﾞ）に取組んでいる

7 ・機械がそろっている

8
・エコ５０(ひとめぼれ)、エコファーマー（水稲、
　ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ）に取り組んでいる

9 ・縁故米の販売

10 ・借入金がない

11 ・補助金がたくさん入っている

12 ・インターネット環境が整っている

13 ・農山村振興賞を受賞した

14 ・理事の年齢が高い

15 ・理事の役割分担が不十分

16 ・後継者(ｵﾍﾟ、会計担当)がいない

17 ・組合員が作業に参加しない

18 ・後継者への技術継承に不安がある

19 ・米単収が低い

20 ・除草対策に苦慮している

21 ・集積割合が低く、作業が非効率

22 ・ＪＡに依存した販売

23 ・交付金、補助金により経営が成り立っている

24 ・地区内外へのPRが不足している

25 ・ホームページを開設していない

分類

強
み

ヒト

モノ

カネ

情報

その他

弱
み

ヒト

モノ

カネ

情報

その他

外部環境

（自ら制御できないこと）

内部環境

（自ら制御できること）

●近隣法人と連携した機械利用（7・ｷ）

●新規就農者を雇用し、野菜生産を拡大
（6・ｻ）

●インターネット販売（12・ｺ）

●エコの取組みを拡大（8・ｱ）

●高齢者の知識を継承する方法検討（5・ｿ）

●縁故米の販売を拡大（9・ｱ）

●法人の後継者として就農希望者を雇用
（16・ｻ）

●ホームページの立ち上げ、法人のPR
（24・25・ｺ）

●直売所などへの販路開拓（22・ｸ）

●後継者への技術継承対策（18・ｿ）

●除草対策の検討（20・ﾄ）

●全組合員が参加するイベントの開催（17・
ｹ）

●不在地主の対応検討（17・ﾄ）
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普及活動の成果 

（１）後継者の確保 

構成員やその家族に対して、アンケートを実施 

 

・5年後の法人との関わり方 

・法人への要望 

・法人として、取り組む必要があると思うこと 

・そのほかのアイデア等 
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実施したアンケート調査票 

アンケート集計結果 

＜回収したアンケートの集計結果＞ 

○回収率は、83％（151人/182人） 

○法人とのかかわり方（5年後）について 

  直接かかわりたいという者が12名増加 

  （14名→26名）で年齢も20代から80代まで 

○法人の情報を知りたい 

              など 
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（2）後継者の受入体制の整備 

・後継者のための体制整備 

（栽培マニュアル・ほ場マップ・単収の向上） 

・組織体制の見直し 

・水稲育苗や草刈等の共同作業化 

・女性グループの組織化 

・草刈の省力化 

・直売所の活用 

・情報紙の発行                 など 

①情報紙の発行 

取組事項から 

実行されたもの 
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取組事項から 

実行されたもの 

②新たなオペレーターの
ためのほ場特性マップ 

これまで組合長の頭の
中にしかなかった情報が
見える化されて、わかり
やすくなるし、新しい人が
来ても大丈夫！ 

③組織体制の見直し 

組合長 副組合長 営農部会 

総務部会（会計・書記） 

機械部会 

組合長 副組合長 
タマネギ班 

米麦班 

アスパラ班 

会計・書記 

オペレーター班 

取組事項から実行されたもの 

アスパラガス管理で必
要な時に自分の判断
で、農薬散布ができる
ようになって、収量が
増加！ 
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（3）法人支援体制の整備 

BSCへの取組を通じて、担い手の経営支援に
対する関係機関の意識醸成が図られた。 

「防府とくぢ農協法人組織等連絡協議会」の活
動が活性化 

→関係機関で協議し、新たな取組を開始 

BSC実施以降の取組（一部） 

畑作物・排水対策研修会 

コンサルテーション 

女性交流会 
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（4）その他 

＜当初、想定になかった効果や取組＞ 
 

①BSC検討メンバーから新たな理事が誕生 

 

②草刈の料金と地代の見直し 

  作業に出る構成員への配当を増加 

 

◎理事会での発言が増加 

  理事から議案提出され、その場で協議 
 

  →理事としての自覚が芽生えた 

今後の普及活動に向けて 
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（１）後継者の確保 
   後継者候補への継続的な情報提供 

 

（２）後継者受入体制の整備 
   残されている受入体制の課題解決への取組 

 

（３）法人支援体制の整備 
 ・「防府とくぢ農協法人組織等連絡協議会」を     

  中心にした法人の経営支援を実施 

 ・法人間連携の推進 

BSCを用いた法人の運営改善 

◎法人を支援する方法としてBSCは効果的 
 

 効果を高め、協議をスムーズにするために・・・ 

①宿題方式 

②コーディネーター側の事前協議 

多く意見が出る、事前に考えたうえで他者の意見
を聞くことでさらなるアイデアが出る 

意見として、「弱み」は多く出るが、 

「強み」をいかに引き出すかが重要。事前想定す
ることでスムーズに協議を進めることができる 


